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い て  
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 飯 能 街 道 （ 町 道 ７ 号 線 ） は 元 狭 山 工 業 地 域

の 中 央 部 を 南 北 に 貫 き 、 狭 山 神 社 下 に 至 る 幹

線 町 道 で あ り 、 住 民 の 通 勤 ・ 通 学 等 の 重 要 な

生 活 道 路 で あ る 。 周 辺 に は 郊 外 型 の 大 規 模 商

業 施 設 や 複 数 の 大 型 パ チ ン コ 店 も あ り 、 工 業

地 域 へ の 通 勤 者 も 含 め 、 町 外 か ら も 多 く 利 用

さ れ て い る 。 交 通 量 が 多 い に も か か わ ら ず 、

道 幅 も 狭 く 、 危 険 な 交 差 点 も あ る 。 そ こ で 、

富 士 原 交 差 点 以 南 の 歩 道 設 置 や 交 通 規 制 等 、

安 全 対 策 に つ い て 、 町 長 の 所 見 を 伺 う 。  


